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特別掲載 人 胎 兒 生 理 の 研 究

The 　Physiology　of 　Human 　Fetuses

　　　　　　　第　 1　 編

人 胎 見羊 水嚥下 運 動の 「X 一線」的研究

徳島大學醫學部産科學婦入科學教室 （主 任　飯 田 教授）

　　　醫 學 f 藤 田 　 茂
一

　　　　　　　　　　 S．　Fujita

　　　 醫 學 士 春 名 　完 ．二

　 　 　 　　 　 　 　 　 K ．　 Haruna

（本論文 の 要旨は 昭和 25 年 11月丸龜 1：で 第 3囘 日本産科嬬 人科學 會迸畿 中國 四 國 連 合 地 方部 會總會 ，

及 び 昭和 26年 4 月東京 に て 第 3 同日本産科婦 人 科學會総會 に發表 亡た，．

　　　　　　　 第 1章　緒　言
「
本研 究は 1937年， ドイ ツ の K ．Ehrhardt に ょ

つ て 創始 さ れ ， 彼は その報告に 　
‘‘der　 trlnkende

Fetus
， ， とい う題 目をつ けた．次 い で ，伊藤 （勳）

（1939） の 家兎 ， 海獏 に つ い て の 研究lB ．　 Szendi

（1940）と松尾 （龍雄 ）（1942）の 人胎 兒胎生全期 を通

す る系統的 研究の 發表 を見 る に 至 つ て， 胎兄 が生

理 的に羊水 嚥下 運動 を行つ て い る 事 實が次節に確

證 せ られ ， 漸 く世 入 の 注 目を引」く と こ ろとなつ

た．

　私共 は本問題に對 し て 深甚 な興味 を感 する と と

ちに ， こ の 問題 を究 明 す る こ とが ， 少 しで も斯界

に 貢獻す る と こ ろ が あ れば幸甚 と信 じて
， 本研究

を試み た次第で あ る．

　　　　　　　第 2章　實驗 方法

　　　　　　　第 1 項 實驗材料

　實驗對照 と し て ， 優生保護法 邇 應 の 妊娠 5 ヵ 月

乃至 8 ヵ 月 迄 の妊婦 15例 に 適 屠 した．注 入造 影劑

と しては，主 と しで「Sugiuron」（以下「ス 」と略す）

を用 い ，2 例 に は 40％ 「Moljodol」 （以下 厂モ 」と略

す ）を用い た． 注入用針 は腰椎 麻 醉 針 を 使用 し

た ．

　　　　　　　第 2項　實驗方法

　妊婦腹壁正中線上 ， 臍下 2〜3横指徑 ，子 宮底臍

高に 逹iしな い 者 に は子 宮底下 2〜 3横指徑1の部位 に

て ，
1．％ 「ノ ボ カ イ ン 」局所麻 醉の 上 ， 滉射器を附 し

た腰椎麻醉針 を羊膜腔内 に刺 入し ， 注入量 と同量

の羊水 を排除の上 ， 妊婦盟澀に 源めた造影 劑を徐

々 に羊膜腟内 に 注 入 した． 注 入量 は豫備實驗の 結

果，ス 20〜30cc，モ 10ccで充分 で あ る事 が わ か つ た

の で，それ に從つ た ．な お ，
モ は 同量の滅 菌蒸餾水

に 混和振盪の 上，懸濁液 と し て注 入 した ．胎 兒娩

出法は主 と して 「メ ト ロ イ リーゼ」（以下「メ ト ロ 」

と略 す）に よ り，
1働 ；帝王 切開術 ， 他の 1例 に「ブ

ジ ール ン グ」を施行 した ．「琴
一
線」撮影 は胎兒連綾

撮影並 び に新産兒撮影を實施 した．胎兒は ， 『「X 一

線」管電壓 70〜 74k．　v ．　p．， 管電流 70mA
，
2秒 ， 焦

點 ． ブ イ ♪レ ム 聞 の距離 1mj
， の條件 で 「ブ ツ キ ー」

を使用 ， 撮影 した．薪産兒 は ， 『「X 一
線」管電壓 57

k．▽ ．p ．， 管電流 100mA ，0．1秒，焦點 ． フ ィ ル ム

闇 の 距 離 ユm 』，の條件で 撮影 した． （増感紙を使

用 ）　　　　　　　　　　　　 ．

　　　　第 3 章　費驗例並び に實驗成績

　第 1 例．．　　 山○ウq 子 ， 27歳 ， 2 囘經産，

妊娠 7 ヵ 月 ， 肺浸潤症，

　ス 20cc 注入・娩出方 法「メ ト ロ 」・ス 注入後 20分 ，
　 　 　 　 　 　 　 　 1

胎 兒撮影 ． ス 注 入後 24時間4分，胎皃娩出 ， 生産 ．

ス 注入後25時問 4分，新産兒撮影．

　新産兒 ： ♂ ， 身長32cm ， 體重900g、

　「X 一線．所 見．
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　胎兒「X一線」所 見 ：一ス 注入2（吩 後撮影．

　平等 な羊水 の ス 陰影 を認 め， 羊膜腔は卵圓形 を 、

呈 し， 右上部 の 内方に突出 した陰影敏損 を認 め る

が ， こ れ は胎盤附着部 と思われ る．兒頭及び脊柱

の陰影 も認 め る．胎兒の 胸腹部に ス 陰影 を認 めな

い ．

　新産兒隊 一
線」所見 ：　ス 注 入25時聞 4分 後撮影

　肺 ：
一
樹 技欺 の織細 な ス 氣管枝 陰影 を 認め る．

　胃 ：
一第10胸椎か ら第 2腰 椎の高 さに わた つ て ，

上部か ら下 部 に進むに つ れ て ， その 幅徑 を減 す．

内 に 粘膜皺襞 ス 陰影 を認 め る．腸管 ：
一全長 に わた

つ て ス 陰影 を認め ， 腸管蟋動像 を示 して い る．

　「本例の 小括」

　7 ヵ 月胎兒に お い て
，

ス 注 入後2（吩 で は胎兒體

内に ス を認 珍 な い が， ス 注 入後 25時聞 4 分で は ス

はす
；C’に全腸管 に進 入 し， 絡膓末端 に まで 到達す

る．なお ， 腸管 ス 陰影像か ら見 て ， 胎兒腸管に蠕

動蓮動が行わ れ て い る こ とが わか る． また一方 ，

肺の氣管枝内に進 入 して い る の も肯定 された ． さ

らに ，
ス 注 入 2（吩 後 の 所 見で認めた羊 膜腔陰影缺

損部 は ， 娩 出卵膜の破 水孔 を中心 とする計測に よ

つ て ， 胎 盤附着部位 で ある こ とが確證 された． ま

尢 ， 造影捌 注入前か ら胎児娩出後に 至 る まで ， 妊

婦 の呼吸數 ， 脈搏 ， 體淵 ， 血 壓 ， 陣痛 ， 兒 心音，

胎動等 に つ い て詳細な觀察を行 つ たが，
ス 注 入後

もそれ らに特別の 變化 な く， 新産 兒生存期閤に異

常 を認め す， 子宮 復故作用 も正 常 の 經 過 を辿 つ

た．

　第 2 例．威O 悦○ ， 21歳， 初 産， 妊娠 7 ヵ 月，

左肺浸潤症．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　 ス 20Cc注 入．娩 出方 法「メ ト ロ ⊥ ス 注入後78時

間45分 ， 胎兒娩出 ，

ゆ

生産． ス 注 入後 79時間 45分，

新産兒撮影 ．薪産兒 ： ♂ ，身長 32cm ， 體重 900g．

　 「x一線 」所見．

　款産兒「X一
線」所見 ：

一ス 注 入79時間45分後撮影・

　肺 ：一ス 陰影 を認 め な い ．胃；一第11胸 推か ら第 2

腰椎 の 高 さに わ た り， その 形態は 牛角1伏で あるが ，

’

ス 陰影 を認めない ．腸管 ；
一
全長 に わた つ て ， 直線

歌 ，
S字欣 ， 及 び 曲線妝の ス 陰影 を認 め る．

　「本例の 小括」

’

　 ス 注 入79時間弼 ｝後の 7 カ月新産 兒全 腸管 に ス

が進入 する を認めた． なお ，
ス 注 入 に よる母體並

び に胎兒 の 影響 を觀察 し た が ， 注 入時 よ り娩 出後

に 至 る まで特別の變化な く，新産 兒生存期聞及 び

子宮復故作用 に異常 を認 めなか つ た ．

　第 3 例．笠○ カ C ，
28議 ∫　 1囘經産，妊娠 5 陰

月 ， 妊娠 腎．　　　　　　　
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ‘

　 ス 25cc注入．娩出方法「メ ト ロ 」．ス 注 入後 10分

胎兒撮影． ス 注 入後 85時聞 5分，胎兒娩 lll，生産．

ス 注 入後 85時闇 5 分， 新産兒撮影．

　瓢産兒 ：　 ♀， 身長 20cm
， 體重 120g．

　「X一
線」所 見．　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　 胎兒「X一線」所 見 ： ス 注入 10分後撮影。

　 圓形 の 羊膜腔ス 陰影は母 體仙骨 と重積 し， 兒體

を認め 難 い ．勿論 ， 兒體内 ス 陰影 を認め な い ．

　薪産兒「X一
線」所見　：r ス 注 入85時間5 分後撮影．

　肺 ；
一ス 陰影 を認 め な い ，胃 ：

一
陰影 を認め な い ．

腸管 ；
−S 字騷， 曲線朕 ， 及び環歌の ス 陰影を認め る，

該陰影は腸管全長 に わた る．

　 「本例の 小括」

　 ス 注 入85時間 5勞後の妊娠第20邇，身長 20cm
，

體重 12  g の新産兒腸管登長 に わた り，
ス 陰影を認

b た． なお ，
ス 注 入 に よ る母體並び に胎兒 の 影響

を觀察 したが ， 注入時 よ b娩出後 に 至 る まで 特別

の 變化 な く， 薪産兒生存期聞及び子宮復故作用に

異常 を認 酌 なか つ 疫 ．

　第 4 例．手○テ ○子 ， 23歳 ， 初産ド妊娠 7ヵ月 ，

精紳分裂病 ．

　 ス 20cc注 入．娩 出方法「帝王切開術」． ス 注入後

3時間 ， 胎兒娩 出， 生産．ス 注入後 3 時闇ユ0分 ，

・
新産兒撮影．

　新産 兒 ：　 6 ， 身長 33．5cm ， 體 重 680g．

　 「X一
線」所見．

　 i新産兒「X一線」所 見；
一ス 注入3時閼10分後撮影．

　 肺 ：
一
陰影 を認めない ．胃 ；

一牟扁豆大の ガ ス 陰影

を 1個認 め る が ，

・ス 陰影 を認 め な い ．腸管 ：
一
小腸

起 始部 に S 字 題， 及 び曲線歌 の極 め て 幽微 なス カ

影 を認 め る．

　 「本例の小括」　　　　　　　　　　　
』

　 帝王切開術 に よつ て娩 出 された 7 ヵ 月 新産兒 を
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ス 注 入 3時間 1（吩 後に撮影 せ る に ， その 上部小 腸

に ス が進 入せ る を認 めた ． な お ， ス 注 入 に よ る母

體並 びに胎兒の影響を觀察 した が ， 注 入時よ b娩

出後 に 至 る まで特別の 變 化な く， 薪産兒生存期間

及 び子 宮復故作用に異常 を認め なか つ た．

　第 5 例 ．村 ○賀○ 子 ，
27歳，2囘經産 ， 妊娠 7ヵ

月右肺炎 カ タ ル ．

　 ス 20cc注 入．娩出方法「メ ト ロ ⊥ ス 注 入後 10分 ，

1．胎兒撮影， ス 注入後 5 時間20分，II．胎兒撮影 ．

ス 注 入後21時聞20分 ， IIL 胎兒撮影． ス 注 入後 24

時間 10分 ， IV．胎兜撮影．ス 注入後48時間 10分 ，

V ．胎 兒撮影 ． ス 注入後 50時間 25分，胎兒娩 出，

生産．ス 注 入後50時闇 45分 ，

・
薪産 兒聯 ．

　新産兒 ： ♀ ， 身長 32cm ， 體重 6209．

　「X一
線」所見 ．

　胎 兒厂X 一線」所見
『

　 1．ス 注入10分後撮影。ス は 既 に羊膜腔内で 羊水

中に 甼 等 に擴散す． 羊膜控は三 角形を呈 し， 左下

部 に お い て 内方に突 出 した陰影歓損を認 均る が，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ

これ は胎盤 附着部 と思わ れ る．胎兒 の 輪廓は頭部，

背部附近 は鮮明で あるが ， 腹部 ， 四肢 は不明で あ

る．な お ， 頭蓋 ，脊 柱 の陰影 を鮮明 に認 め る， 胸部 ：
一

第 5 腰推 と重積 し， 觀察不能 で あ る．腹部 ：
一胃，

腸管 に ス 陰影 を認 め ない ．

　1L ス 注入5時間20分後撮影．羊膜腔羊水 の陰影

濃度 は前囘撮影 像に 比 し， や S 減 じ， 左下方の 陰影

歓損部は もは や不 明 とな る． 胸腹部 は母體脊桂 並

び に 仙骨 と重積 し，觀察不能で あ る。

　III，ス 注 入21時間20分後撮影． 羊膜腔羊水 陰影

濃度は前囘撮影像 に 比 し，　 さ ら に 減 す． 胸部 ，

胃 ：一第 5 腰椎 ， 仙骨 と重積 し觀 察不能で ある ．腸

管 ：
一母體第3

， 第4 腰椎右方に ＄字 1伏・ 及 び曲線歌

の 暢管 ス 陰影 を認 め る． その 陰影 像か らみ て ス が

小腸 に進 入 して い る ことは明か で あるが ， 大腸 へ

の 到 達 は不明で ある．

　 IV．ス 注入 24時間 10分後撮影 ，羊膜控羊水 陰影

濃度 は前 囘 よ り　
一一暦減す． 兒體が 左方に移動 し觀

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 げ　 　’

察容易 と な る も， 胎兒の胸部上 牛部は 母體仙骨 と

重積 レ，依然 と し て觀察不能 で あ る．胸部下牛部：一

ス 陰影を認 ¢ な い ．腹部 ：
一胃掬ろ陰 影を認め ない ．
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腸管 にS字 歌 ， 曲線 1伏， 及 び環 状の ス 陰影 を認 め

る．な お， その 形 態は ス の 大 腸下部 へ の進 入を思

わ す も，直腸陰影 は不明 で φる．

　V ．ス 注入48時間10分後撮影 。胸部 ：
一仙骨と重

積 し觀察不能 で あ る．胃 ：
一
仙骨並 び に左腸骨 と重

積 し觀察不能 で あ る． 腸管 ；
一曲線 欣， 及 び鉤歌の

ス 陰影 を認 め ， その 濃度 は前囘 より濃 く， 大腸 ，

直腸陰影 を比 較的著明に 認 め る こ とが で きる． な

お ， 羊膜腔羊水陰影 は殆ん ど消失 して ， 今やその

殘影 を幽か に 認 め る に 過 ざな い ．

　薪産兒「X 一
線」所見 ：

一
ス 注入50時間 45分後撮影．

肺 ；一ス 陰影を認めな い ．胃 ；
一
米粒大乃至 牛扁豆大 、

の ガ ス 陰影 4 個 を認 め お．腸管 ；
一
上部腸管に米粒

大 乃至牛扁豆大の ガ ス 陰影 3個 を認め ， 全腸管 に

わ た つ て濃度の薄 い 1 陰影 を認め る． しか 一し， 直

腸 に お い て は比較的に鮮 明 な陰影 を認め る．

　「本例の 小括」

　 7 ヵ 月胎兒 に ，
ス 注入後 21時闇 20分で小腸 ス 陰

影 を認め ，24時間 10分で は ス の大腸下部 へ の進 入，

48時闇 10分 で は ス の 直腸 へ の 到逹 を認 めた ．　 また

本實驗で 羊水 陰影濃度が時間の經過 と と もに 漸減

す る に 反 して
， 腸管陰影濃度 は増強 す るの を認 め

た．さ らに ，
ス 注 入1吩 後の所 見で 認め た羊膜腔陰

影缺損 部は 娩出卵膜の破 水孔 を中心 とす る計測 に

よつ て ， 胎盤附着部位で あ ることが確證 された．

な お ，
ス 注 入 に よ る母 體並び に 胎見の 影響 を觀察

し た が ， 注 入時タり娩出後に至 る まで 特別 の變化

な く．， 新産兒生存期 間及び子宮復 故作用 に異常を

認めなか つ た．

　第 6 例．田○ キ ○ ヱ
， 31歳，2囘經産 ， 妊娠7ヵ

月 ， 開放性肺結核．

　ス 20cc注 入，娩 出方法「メ ト，ロ 」．ス 注入後 15分

1．胎兒撮影．ス 注入後 18時悶，
IL 胎兒撮影 ． ス

注入後 22時閙20分 ， 胎兒娩出，生 蘆． ス 注 入後23時

間， 新産兒撮影 ．薪産兒 ： ♂ ， 身長 31cm，體重 720g．

　「X一
線」所 見．

　胎兒「X一線」所見．

　1．ス 注入15分後撮影．ス は羊膜腔 に て羊水中に

層

完全 に擴散 し， 胎兒體表 は比 較的 に 鮮 明 で ある ；

なお ， 羊膜腔 の左上方部 に 内方 に突出 した陰影敏
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損部 を認め る． こ れは胎盤附着部 と思 わ れる．胸

腹部は大部分母體脊柱並 び に 仙骨 と重 積 し， 觀察

不能 であ る．

　IL ス 注 入18時間後撮影．胸部 ：
一上牛部 は 母體

腸骨と重積 し觀察不能で あ る． 胸部下 孚部 に ス 陰

影 を認めな い ．腹部 ：
一胃に ス 陰影を認めな い ．母

體第 5 腰椎の 高 さに お い て ，
S 字朕 ， 曲線櫃 ， 及

び コ ン マ 歌 の腸管 ス 陰影 を認め る． その 陰影像 に

よつ て ，
ス は下部小腸に 逹せ るもの と思わ れ るが ，

大 腸 へ の進 入は 明か で な い ．

　新産兒D【一線」所見 ：
一ス 注 入23時間後撮影．

　肺 ：
一ス 陰影 を認めな い ．冒 ：

一粟粒大乃至 牛扁豆

大 の ガ ス 陰影 15〜16個 を認 め るの み．腸管 ；
一
小腸 ，

上 行結腸 ， 及 び横行結腸 の ス 陰影 を著明に 認め る

も， 下 行結腸 は明か で な い ．直腸陰影 を認めない t

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 艦

な お ， 腸管螺動像 は著明 で あ る．

　「本例 の 小括ゴ

　7 ヵ 月胎 兒に お い て ， 注入後 18時間で ス の下 部

小腸 に 逹 せ る を認めた が ， 大腸陰影 は明か で な か

つ た．　 また ， 注 入後23時閻で ス は横行結腸末端 に

まで逹 せ る も， 下行結腸に逹 せ るか否 かは 明かで

な く， 直腸に は逹 して い なか つ た． さ らに ，
ス 注

入 15分後 の所 見で 認めた羊膜腔陰影缺損部は ， 娩

出卵膜の破水孔を中心 と す る計測 に よつ て 胎盤附

着部位で あ る こ とが確證 された ． なお ，
ス 注入に

よ る母體並 び に胎 兒の影響を觀察 したが ， 注 入時

・よ り娩 出後に 至 る まで特別の變化な く， 新産兒生

存期間及び子 宮復赦作用 に異常 を認 め なか つ た．

　第 7例．山○か○ る．20歳 ， 初産 ， 妊娠 7 ヵ月

肺尖 カ タ ル ．

　 ス 20cc注 入．娩 出方法「メ ト ロ 」．ス 注 入後 15分 ，

胎兒撮影 ．ス 注 入後20時…聞45分 ， 胎見娩出 ， 生産．

ス 注入後21時間 25分 ，

・薪産兒撮影．

　薪産兒 ： ♀．身長 33．5cm ．體重 720g．

　「X一線」所見．

　胎兒「X一線」所見 ：ス 注入 15分後撮影．

　 ス は既に 全 羊膜腔 に完全 に擴散 す．羊膜腔は大

略三 角形を呈 し， 左下 方部 に お い て，内方 に や S

突出 した陰影缺損 を認め る．　これは胎盤附着部 と

思われ る。 胸腹部 の大部分 は母 體右腸骨 と重積 し
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觀察困難で ある．

　新産兒rx−Wt」所見 ：
一ス 注 入21時聞25分後撮影 ．

　肺 ：厂 ス 陰影 を認め な い ．胃 ：一ス 陰影 を認 めない．

腸管 ：・腸管全長 に わた つ て ス 陰影 を認め る．

腸管蠕動像が著明で あ る．

　 「本例の 小括」．

　 ス 注 入 21時聞25分後の 7カ 月i新塵 兒 に お い て
，

ス の す で に 直腸 に到逹 せ る を認めた． また ，
ス 注

・入 15分後の 所見 で 認めた羊膜腔陰影缺損部は ， 娩

出卵膜 の破水孔 を中心 とす る計測 に よつ て ， 胎盤
附着部位で ある こ とが確證 され た． なお ，

ス 注 入

に よる母體並 び に胎兇の 影 響を觀察 した が ， 注 入

時 よ b娩出後に至 るまで特別 の變化 な く， 噺産兒

生存期間及 び子宮復故作用に異 常 を 認 め なかつ

た．

　第 8例．田O 昌○ ， 18歳，初 産，妊娠 8 カ 月，

右肺尖 カ タ ル
， 右陳舊性肋膜炎， 妊娠腎．

　 ス 30cc注入．娩出方法「メ ト ロ 」ス 注入後10分，

L 胎兒撮影． ス 注入後 1 時間 10分，II．胎 兒撮影．

ス 注 入後 2時間20分，III．胎兒撮影． ス 注入後 3

時間 10分 ，
IV．胎兒撮 影．ス 注入後 4 時 間10分，

V ．胎兒撮影．ス 注入後 20時間 20分 ， yI．胎 兒撮

影． ス 注 入後24時聞20分 ，
VII．胎兒撮影 ． ス 注 入

後 48時間2（吩 ，
VIII．胎 兒撮影． ス 注入後 51時聞

．35分 ， 胎兒娩 出，生 産。 ス tr一入後51時聞 55分， 新

産兒掫影 ，新産兒 ： ♂．身長 39．5cm
， 體重 1300g．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

　 「X 一線」所見．

　胎兒 「x一
線」所 見．

　 L ス 注 入1（吩 後撮影．羊水 は ス と先全 に混和 し ，

畢 等 な陰影 を羊膜腔に現 出し， 左上部 に お い て内

方 に突出 した陰影缺損を認め る も， こ れは胎盤附

着部 と思われ る． 胸部 に ス 陰影 を認 めない ．胃部

に淡い ス 陰影 を認め る．なお ， 胃は牛角猷 を呈 す．

　 IL ス 注 入 1 時 聞10分後撮影．胸部 に ス 陰影 を
・

認 めない ． 腹部 に淡い 胃陰影 を認め ， さ らに 母體

正 中線 よ り右方 ， 第 3 腰椎下 牛部 に お い て 環瓶

及び曲線｝伏の 幽微な ス 陰影 を認め る． こ れは ，
ス

の 小腸進入 に よ る もの と思 わ れ る．

　 III．ス 注 入 2 時聞 2（吩 後撮影．胸部 に ス 陰影を

認めな い． 腹部 は淡 い 胃陰影 を認 め， 小腸 ス 陰影

穐「
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は や 5 濃度 を増 し， 點歌，及び曲線朕 を呈 して ，

腸管下部 へ の進行 を示 す も， 大 腸内 へ の進 入は明

か で な い ．

　IV．ス 注入 3 時 間10分後撮影．胸部 に ス 陰影 を

認 めない ．、胃部 に淡 い ス 陰影 を認 め る．腸管陰影

は漸次 濃度を増 し，
ノJ・腸全般 に わた れ る もの と属

わ れ る 6．， 明確 な大腸進 入像 を認め な い ．

　V ．ス 注入 4時間 10分後撮 影．胸部に ス 陰影 を

認 め な い ． 胃部陰影淌失す．腸管陰影 は前囘 と大

差 な く， 明確な大腸進 入像 を認 めな い ．

　VI ．ス 注 入 20時間20分後撮影．胸部に ス 陰影 を

認め ない ． 羊膜 腔羊水陰影 は極 め て淡薄 とな る も

腸 管陰影 は それ に 反 して ， 次第に その濃1度 を壇 す．

そ の 陰影像 に よつ て ．
’

ス は衄に 上 行結腸 ， 横行結

腸 に進 入せ る もの と思 われ る．

　 VII，ス 注 入 24時間2（吩 後撮影 ． 胸部 に ス 陰影

を 認めな い ． 腸管 ス 陰影 は噸徑 ， 濃度 と もに増加

し，
X の 大腸下端 に 逹せ る を思わ す も， 明確 な直

腸 像を認め な い ．

　 VIII．ス 注 入 48時間20分後撮影．胸部に x 陰影

を 認めない ． 鮮 明 な結腸像及 び直腸像 を認め る．

　 新産兒「X一線」所 見 ：
一ス 注入51時間55分後撮影・

　 肺 ：一ス 陰影 を認め な い ．胃：一粘膜皺襞 ス 陰影 を

認め る。腸管 ：
一細 曲線歌 の 小 腸陰影並 び に濃 厚な

絡腸全長 に わた る ス 陰影 を認 め る．

　 「本例の 小括」．

　 8 ヵ 月胎兒 に お い て， ス は注 入後 10分で 胃に逹

し，1時間10分 で 上部 小腸 に進 入 し， ．3〜 4 時間で

小腸末端に逹 し，
24時間20分で 大腸末端に逹 し，

−48時闇2（吩 で 直腸 に逹 せ る を認 めた． また ， 本賓

驗で 羊水陰影濃度が時間 の 經過 と と もに漸 減す る

に 反 し て， 腸管陰影濃度は増強 す るの を認 めた，．

　さ らに， ス 注入 10分後の所 見 で 認めた羊膜腔陰影

篏 損部は ， 娩出卵膜 の破水 孔を中心とす る計測 に

　よ つ て胎盤附着部位で あ る こ とが 確證 された．な

お ，
ス 注入に よ る母 體並 04’t： 胎兒 の 影響を觀察 し

た が， 注 入時よ b娩出後に至 る まで特別の 變化 な

　く， 新産皃生存期 間及び 子 宮復故作用に異常を認

め なか つ た ．

　 第 9例．森C 江，37歳，6囘經産 ， 妊娠 6ヵ 月 ，
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妊娠腎．

　ス 20cc 注入 ．娩出方注 「メ Fn 」． ス 注入後19時

間42分 ， 胎兒娩出， 生 産． ス 注入後19時聞 52分 ，

懇産兒撮影 ．薪産兒 ： δ， 身長 26　．　5cm ，　＄eg400g．

　rx一綜」所 見．

　 i新産 兒「X 一
線」所 見 ：

一
ス 注 入19時 間52分後撮影．

　肺 ：
一ス 陰影 を認 めな い ． 胃 ：

一ス 陰影 を認め な

い ．腸管 ：一小腸 よ り下 行結腸に わた り， S 字歌 ，

及び曲線歌 の ス 陰影 を認 め る も， 直腸陰影像を認

め な い ．

　 「本例の小括」

°
ス 注入 19時間52分後の 6 ヵ 月新産兒 に お い て

，

ス の下行結腸 まで進入 せ る を認めた．・なお ，
ス 注

入に よ る母體並 び に胎 兒の影響を觀察 したが ， 注

入時よ り娩出後に 至 る まで 特別の 變 化 な く， i新産

兒生存期 間及 び子 宮復故作用に異常 を認めなか つ

た．

　 第 10例．富○信○ ，
34蔵 ， 3囘經産， 妊娠 6ヵ 月

衝 心性脚氣．

　 妊婦 は 入院 2 日前か ら胎動を感 じな くな り， 入

院時兒心音聽 最不能 で 胎動を觸れす， 胎兒死亡の

疑 の 下 に實驗に供 した．

　 ス 25cc 注入．娩 出方法 「メ ト ロ 」．ス 注入後 3 時

闇 ，
1．胎 兒撮 影，

ス 注入後24時聞 ， H ．胎兒撮影 ．

ス 注入後 48時間 ，
IIL 胎兒撮 影． ス 注入後50時間

14分 ， 浸軟胎兒娩出 ， 浸軟第 1度 ．ス 注入後 50時

間44分 ， 新産兒撮影 ．默産兒 ： δ，身長29cm，體

重　4409．
‘
　 ・

　 ｛
’
X −Wt」所見．

　 胎兒「X一
線」所見 ，

　 1．II．　 IIL　と もに兒體内に ス 陰影 を認 めな い ．

　 漸産兒「X 一
線」所見 ：

一ス 注入 50時 聞44分後撮影．

　 兒體内 に ス 陰影並びに ガ ス 陰影を認 め ない ．

　 「本例の 小括」

　 瓢産兒は第 1度浸軟兒で ， 體内に ス 陰影 を認め

なか つ た． 從つ て ， 本實驗の 結果 ， 胎兒死亡の 場

合に は ， その 胃腸管内に ス の進入 しない こ とを知

つ た． な お
，

ス 注入 に よ る母體の 影 響 を觀察 した

が ， 注入時 よ b娩出後に至 る まで特別 の饗 化な く

子宮復故作用 も正常で あつ た ．　　　　　　　 、
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　 第 11例．新○恒○，19歳，初 嵐 妊娠 5 ヵ 月， 右

肺浸潤症．
ノ

　ス 30  注入．娩出方法「メ ト ロ 」．ス 注入後 3時 聞，

胎兒撮影 ．ス 注 入後 23時闇 48分 ， 胎兒娩出，生

産．ス 注 入後24時聞 8 分， 新産兒撮影． ス 注 入後

31時間 38分 ， 薪産兒死 亡 ， 剔出肺 ， 胃陽管撮影．

新産兒 ： ♀， 身長 21．5cm，體重 120g．

　 「X一
線」所見 ．

　胎兒「X一線」所 見 ：
一
ス 注入 3時間後撮 影．

　 兒體内に 「ス 」陰影 を認め な い ．

　新産兒「X一線」所 見 ：
一

ス 注 入24時間 8分後撮影．・

　肺 ；
一ス 除影 を認め な い ．胃 ：

一ス 陰影 を認め な

い ．腸管 ニ
ーS 字歌 ， 曲線歌 ， 及 び直線歌の ス 陰影

を認め ，
ス は直腸 に逹 す．　　 ．

　剔出肺， 胃腸「X一線」所 見，　　　　　
’

　特別 な所 見を認 めな い ．

　「本例の 小括 」

　ス 注入24時間 8分後の 5 カ 月 新産見直腸 に ス の

到逹 せ るを認 めた． しか し， 剔幽肺， 胃腸管に は

特 別の所見 を認め な か つ だ． なお ，
ス 注入 に よ る

母 體並 び に胎兒 の影響 を観察 した が， 注入時 よ b
娩出後に 至 るまで特別 の 變 化な く， 薪産兒生存期

闇及 び子宮復故作用 に異常 を認め なか つ た．

　第 12例．金○ マ O カ ．45歳，3囘經産 ， 妊娠 6カ

月 ， 心臓瓣膜症．

　ス 20cc注 入 娩出方法「メ ト ロ 」．ス 注入後 3 時

間 ，
L 胎兒撮影．ス 注 入後 25時間 ，

　 II．胎兒撮影．

ス 注 入後 39時間35分 ， 胎兒娩 出， 生産．ス 注 入後

39時間55分 ， 薪産兒撒影．新産 皃 ： ♀， 身長28cm

體重 4009．，

　「X一線」所見．

　胎兒「X一
線」所見．，

　1．II・と もに胸腹部 は母體脊桂 ， 腸骨 ， 仙骨等

と重積 し觀察不能で あ る．

　新産兒「X一
線」所 見 ：

一
ス 注入 39時聞55分後撮影．

　肺 ；
−T ス 陰影 を認 めな い．

幽
胃 ：

一粟粒大 乃至米粒大

の ガ ス 陰影 4個 を認 め る も，
ス 陰影 を認 めな い ．腸

管 ：
一曲線扶，直線歌 ， 及び環歌の ス 陰影 を認 め．

ス は直腸に 逹 す．

　「本例の 小括」
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　　 ス 注入39時闇55分後 の 6 カ 月新産 兒直腸 に ス の

到 逵せ るを認 めた． な勧 ス 注 入に よ る母 體並 び

　に胎兜の 影 響 を觀察 した が ， 注入時 よ り娩 出後 に ，

　至 る まで特別の 變 化 な く， 甎産兒生存期闇及 び子

　宮復故作用に異 常を認 め なか つ た．

　　第 13例，齋○昌○ ，
20歳 ，

2囘經産 ， 妊娠8 ヵ 月

妊娠腎．

　　ス 2ecc注入．娩出方法 「メ ト ロ 」． ス 注入後 2時

間，
1．胎兒撮影 ス 注入後 5時間 ，

IL 胎兒撮 影．

　ス 注入後 18時闇37分 ， 胎兒娩出 ， 生塵．ス 注入後

20時間 32分 ， 新産 兒撮 影．ス 注 入後 29時間 7分 ，

新産兒死亡， 剔出肺，胃腸管撮影 ， 剔出蜀照腸管撮

影 鬆産兒 ： 6 ， 身長 37．5cm
， 體重 980g．

　 「X一線」所弛
『

　 胎 兒「X 一線 」所見．

　 L ス 注 入 2 時閤後撮影．兒骰内 ス 陰影 不明 で あ

　る．

　 II．ス 注入 5時聞後撮影 ． 胸腹部は母體 第 5腰

椎並び に仙骨 と重積 し觀察不能 で ある．

　 新産兒「X 一線d所見 ：
一ス 注入20時間32分後撮影．

　 胸部 ：
一ス 陰影 を認め な い ．腹部 ；

一胃に ス 陰影 を

認 め 葎い ． ス 陰影は 小腸 よ・り脾彎曲部を越 え下行

結腸 に 友ぶ ．　　　　　　　　　　
’

　 剔 出肺‘ 胃腸管厂X 一線」所見．

　 特別 な所見 を認 め な い ．

　 刎出對照腸管「X一
線」所見．

　 1．剔出小腸管（小腸起始部 よ り下方14cmの 小腸
・管．爾端を絹 糸で 結i紮す）． 2，剔 出大腸管 （結腸

起始部 よ り下 方 14cm の結腸管． 兩端 を絹糸 で結

紮す．3．剔 出小腸管（1．の剔出端 よ．b下 方 14　CnL

の 小腸管）の 内腔 を充分水洗 し，
ス 原液2．Occ注 入

後 ， 兩端 を絹絲で結紮 す． 4 剔 出小腸管（3の剔出

端 よ b下方 14cmの 小腸管）の 内腔を充分水洗 し，

ス 注入直後の ス 混和羊水 2．Occ注入後 ， 兩端 を絹「

絲で結紮す．

　 4 本 の腸管陰影濃度 を比較劉照 する に ，　 3． 即

ち，
ス 原液が最 も濃度高 く， 吹 い で ， 1， 2， は同

程度で ， 4． 帥ち， 羊膜腔内注入直後 の ス 混和羊

水の 陰影 は極 め て薄い ，

　 厂本例 の 小括」
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　　 ス 注入 20時 間32分後の 8 ヵ 月新塵 兒に ，
ス の 下

　 行結腸 まで逹 せ る を認めた．　また ， 剔 出對照腸管

　 所 見 は ， 羊水 内に注入 さ れた ス が腸管内 で その 水

　 分 を吸 牧 され て濃縮す る こ とを 示 す もの と思 わ れ

　 る． しか し， 剔 出肺， 胃腸管 に は 特別の所 見を認
喝

め な か つ た ．な お ， A 注入 に よ る 母體並 び に 胎 兒 の

　 影 響を觀察 したが ， 特別 の 變 化 は認 め なか つ た．

　　第↓4例．野○邦○，42歳 6 囘經 産・妊娠 5力鳳

　 妊娠脚氣．

　　 モ 10  注 入．娩 出方法 「メ ト ロ 」．モ 注 入後 3野

　 間，1，胎 兒撮影 ．モ 注 入後26時間，IL 胎兒撮影

　 モ 注 入後42時聞45分 ．胎兒娩出 ， 死 産、モ 注入後

　 49時聞 5分 ， 新産兇撮 影．新産兒 ： 6 ．身長 24cm

　 體重 2309．

　　 rX一線」所 見．

　　 胎兒「X 一
線」所 見．

　　 1．モ 注入 3時間後撮影．モ は羊膜腔右下部に 小

　油滴欣 となつ て 沈下 し， 塊歌 をな す．な 払 母體

　第 5腰椎右方 1讃指 徑の部位に示指頭大の モ 陰影

　 を認 め る も， 兒體内の もの か否 か不 明 で あ る．

　　 1正．モ 注入 26 時間後撮影．羊膜腔最下部 に モ の

　小 油滴 塊歌 陰影 を認 め る も， 兒體内の もの か否 か

　 不明 で あ る．

　　薪産兒「X 一
線」所見 ：

一モ 注 入 49時聞 5分後撮影．

　　胸部 ；
一モ 陰影 を認め な い ．腹部 ；

一胃部 に 小指頭

　 大の 小油滴塊歌 の モ 陰影 を認 め， さらに 黜歌 ， 直

　 線歌 ， 乃至曲線状の 腸管 モ 陰影 を認め る．

　　 「本例 の 小 括」

　　5 ヵ 月新産兒の 胃及び腸管内に モ 陰影 を裾認 し

　 た． な お ，
毛 注入 に よ り母 體に は何等特別の 變化

　 を認めなか つたが， 死 胎兒を娩 出 した．

　　 第 15例．紀○定○ ，
21蕨 ，

1囘經産 ， 妊娠 5カ月 ，

　 左 肺浸潤症．

　　 モ 10CG注入．娩出方法「ブ ジ ール ン グ」．モ 注 入

　 後 3時間 ，
1．胎兒撮影．モ 注 入後24時間30分 ，

II．

　胎兒撮影．モ 注入後 66時冏 5分 ， 胎 兒娩串， 死産 ，

　 モ 注入後66時間25分 ， 新産 兒撮影．斬産 兒 ： δ，

　 身長 一25．5cm ，體重 320g．

　　 「X 一線」所見．

　　 胎 皃「X 一
線」所見．

　 　 　 　 T

曇

361＿7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　I．モ 注入 3 時間後撮影．塊 1伏の モ 陰影 を認め る

も； 兒髄内の もの か否 か不明で ある．

　II．モ 注入24時間30分後撮影．羊膜腔下部 に兒頭

と重積せ る牛球歌の モ 陰影 を認 め る． 胸 腹部 モ 陰

影は 不 明 で あ る．

　新産兒「X 一
線」所見 ：一モ 注 入66時間25分後撮影．

　 　 塙

胸部 ：一モ 陰影 を認め ない ．腹部 ：一胃に モ 陰影な し，

點歌 ，
コ ン マ 歌の 腸管モ 陰影 を認め ろ，

　「本例の小括」

　5ヵ月新産兒の 腸管内 に モ 陰影 を認めた．な お ，

モ 注入 に よ b母體に は伺等特別 の變化 を認め な か

つ た が ， 前例 と同樣，死 胎兒を娩 出 した．

　　　　　 第 4 章　総 括並びに考按

　私共は妊娠 5〜8ヵ 月の 妊 婦 15例 に つ い て
， 「X一

線」的に 胎 兒の 羊水 嚥下 運動 を研 究 した 咸果 を總

括的 に 考 察す る に當 つ て
， そ の實驗成卸 大要 を

一括表示 して諸賢 の御一覽 を煩わ した い と思 う．

　15 例 の實驗例中 ， 造影劑の 注 入 前に ， すで に 胎

兒が死亡 し て い た と思わ れ る第 10例の 1 例 を除 い

て
，
14例 こ と ご と く胎 兒叉 は 薪産兒の 胃腸管内 に

造影劑陰影 を認め ， 第 5
， 第 8．の 2例は造影劑陰

影 が胃腸管内 を時間的 に 推移 す る の を認め た ．

BSzendi （1940）と松尾（龍雄）（1942）は共 に 人胎

兒 に つ い て ， 造影謝陰影が 胃腸内 を移動 す る の を

認め ， 伊藤（勳）（1939）は實驗的 に家兎 ， 海獏につ
　　　　　　　　　　　　　　　　 　
い て こ れ を認め て い る． 張（1931）の研究 に ょれ ば

胎兒は 2〜 3ヵ 月 の 早期か ら，胃腸壁内輪欣筋並 び

に笳 闇祠1經叢の分化發逹が現 わ れ る もの で ， 胃暘

管蠕動蓮動 は す で に ，　 この 頃 か ら認め ら
’
れ て もよ

　 　 　 ノ

い ． さ らに ， 胎生學的 に舌咽 頭部諸 筋は すで に ，

20mm の 胎芽 の時期 に全 く明瞭 に分化形成．さ れ ，

っ い で こ れ ら諸筋 を支配す る紳經 も分布 さ れ て い

る點か ら， 胃腸管蠕動蓮動 と共に 口 部 ， 咽頭部 の

開閉牧 縮運動 も， 胎生早期 よ り開始 され る ことは

容易に 肯定 出來 る．

　な お ， 本實驗 に 供 し得た最 少胎齡 は，第 3例の妊

娠第 20 邇で ， その 身長 2Ccm
， 體重 1209 で あ る

が ， 新産兒腸管全長 に わ た る 造影劑陰影 を認め　　　　　　　 t

た．こ れ に對 し て ，
B ．　Szendiは妊娠第 8 邇 ， 松

尾（龍雄）は第 10〜llma頃 よ り羊水 嚥下蓮動が開始

」
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され る と い つ て い る．

　本實驗に際 して ， 私共は造影劑注 入前か ら胎兒

娩 出後 に 至 る まで ，長 時聞 ， 妊婦 の呼吸數 ， 脈搏，體

温 ， 陣痛 ， 血壓，児心音 ， 胎動等に つ い て詳細 に觀察

したが ， ス 注 入後 に も特別な變化 を全 く認 めす ，

第 10例 を 除 く全 例 と もに 生 産 を見 ， 新産兒生存期

聞 に異常 な 勺　子 宮復故 作用 も正 常の 經過 を辿 つ

た．　 し か し，
モ 注 入例 で は母體 に は異常を 見なか

っ た が ，
2 例 と も死胎 兒を娩 出 した． こ れは モ が

胎兒 に 對 して 有害 に作用 した もの と思われ る が ，

伊 藤（勳 ）（1939）は動物實驗に よつ て も， 胎兒に對

す る ス の 無害な こ と を認 め
，

モ の有害性を實證 し

て い る． 要 す るに ，
ス 注 入例に お い て は陣痛促進ジ

中毒症 及びその 他の母體に 對 する惡影響並 び に胎

兒 に i對す る惡影響を認 めなか つ た が， モ 注入例に

お い て は母 體に劉 する佝等 の 惡影響 も認 め ない に

か 丶 わ らす， 胎 兒は 2例 と も娩 出前に死亡 した．・

こ の 點か ら考 え て ， モ の 羊膜腔内注入 は胎兒に野

して ， 必す し も無害 と は云 い 得 な い ，

　 また ， 私共 は本實驗 に 併行 し て ， 人體に全 く無

害 と思われ る Aktisol，　Tryp　anblau 等の 色素劇

を羊膜腔内に 注 入す る實驗 を行 つ て ， その薪産兒

の 食道， 胃， 腸管内に
，

こ れ らの 色素液 を肉眼的

に 明 か に 認 め，と くに Trypanblau 注 入例で は ， そ

の色素液が胎兒胃粘膜上皮細胞に 少量攝取 され ，

さ らに腸粘膜上 皮細胞 が著明に こ れ を攝取 し， 淋

巴 管 へ 移行す る像を認めたが ， こ れ に つ い て は別

編 に詳 し く記 載 す る．

　以上 の様 な事實を綜合， 考察した結果 ，
K ．　Eh ・

rhardt （1937），
　 B ．　 Szendi， 松尾（龍雄）と同様 ，

私共 も入胎兒が早期 よ り羊水 を生理 的， 能動的 に

嚥下 す る事 を認 め る．

　次 に
， 注入 ス の 胃腸管内 に お け る時間的推移 に

゜

つ い て 實驗成績 を総括 して考察 する に ， 羊膜腔内

に注入 され た ス は 10分後には 銑 に 胃に 逹 してお

b ，
1 時聞 10分前後で 小 腸内 に進 入 し，

3〜4時間

で 小腸末端 に逹 し，
24 〜 25 時間で 直腸 に逹す る も

の と思われ る． これ は伊藤（勳）の家兎， 海獏胎仔

に封 す る實驗成績表び松尾（昔邑雄）の 人胎兒に 封す

る實驗威績 と も大略一致す る もの で ある．

　 また ， 私共は第 5， 第 8例に お い て ， 腸管陰影

濃度が時間の經過 と共 に増強す る の を見 ，　 さ らに

第 13例 の 剔出欝照腸管 「X一
線」所 見 の 示 す所か ら

考 え る に ， こ れ は B ，Szendi， 松 尾（龍雄）等 が唱

える檬 に
， 腸管粘膜か ら羊水 申の 水 分が吸牧 され ，

そ の結果 ス の濃縮 を來 した もの と思われ る．

　 なお
， 本實驗中第 1例 に ス の 氣管枝 陰影像を認

め たが， こ れ は 羊水 の 肺臓内 流入 を示 す もの で ，

K ．Ehrhardt（1938），　 W ．　Reifferscheid　u ．　R ，　Sc・

hmiemann （1939）， 伊藤（勳）（1939），　 B ．　 Szendi
（1940），松尾 （龍雄 ）（1942）等 も「X一

線」的に こ れ を

證 明 して い る．

　 次 に ， 羊水 自身に つ い て の觀察を し て み る と，
．

羊水 陰影濃度 は時閙の經過 と共 に漸減す る の が見

られ ， また私共 が妊娠 6 ヵ 月 の 妊 婦羊膜腔内に

Aktisol を注 入 した實驗 に お い て ，該色素 は注 入

後 1時閙30分 で母體尿 申に排 出 し始 め ，
28〜31時

間 の 間に お い て最 も排出量が 大 と な り，
43 時閙以

後排出量の 著減を見 ， 注 入後64時間で 尿中色素は

稍失 を認めた． こ れ らの 點か ら考 える と ， 羊水 は

G ．Albano （ユ934）， 上 野（道故）（1938）， 勝井 （19

38）， B ．　 Szendi（1940）， 小 川 （玄一
）（1948）等の

唱 え る樣 に羊膜腔内 を循鐶 して い る もの と 解釋 し

て よ い もの と思 う，

　 最後に ， 妊娠中に お ける胎盤附着部位の 匚X一線」

的診斷に つ い て 附記す る．私共 は胎兒「X一
線」撮影

に 際 して ，第 1例 （注入 後20分），第 5例 （注入後

10分）， 第 6例 （注 入後lsb ）， 第 7例（注 入後 15分），

第 8例 （注 入後10分）， の 厂X一
隷」所見 を觀察 して ，

胎盤附着部で 内方に突 出 した 羊水腔陰影缺損 を認

め た． し か し卩 注入後 20分以 上經過 すれ ば， 羊水

陰影濃度の漸減に よつ て
， 陰影缺損像は次第に不

’

’鮮明 とな つ て くる， なお
， 陰影猷損部が胎盤附着

部位で ある こ と は ， 娩出卵膜 の 破水 孔 を中心 とす

る計測 に よっ て確證 され た．私共の經驗に よれ ば，

妊娠後牛期で は ， 注 入ス 量 は 20 
， 撮影時間は注

入 後 ユ0〜2（吩 が適 當の樣 に思 わ れ る．こ れ に よつ

て ， 胎盤附着部位の剣定 が可能 で ある爲 ， 前置胎

盤 の診斷 に利用 し得 る と思 う．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

N 工工
一Eleotronlo 　Mbtary 　Servloe
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　　　　　　　 第 5 章　結　論

　妊娠 5｝8ヵ 月の妊婦 羊膜腔内に 「Sugiuron」及

び 「Moljodol」 を注 入 して ，胎 免並 びに新産兒 を

「X 一
線」的 に檢索す る ζと に よつ 1 ， 次 の 結論を得

た．

　1）　胎兒は 羊水 を生理 的 ， 能動的 に嚥下 して い

る．

　2）　本實驗に ょっ て，身長 20cm ，5カ月胎兒が

すで に羊水嚥下運 動を行 っ て い る の を認めた ．

　3） 羊膜膣内注入「Sugiuron 」は
， 注 入後 10分で

　　　　　　 　

既 に 胃に逵 して お り，1 時問 10分前後で 小腸内 に

進入 し，
3〜4時聞で 小 腸末端 に逹 し，

24、25時間

で 直腸に逹 す る の を認めた．

　4） 胎兒は 腸管粘膜か ら羊水 中の 水分 を 吸牧 し

て い る．

　5） 本實驗申，胎兒肺臓内 に 「SUgiuron」が流

入 して い る の を「X ・
線」的に 1例に 認 めた ．

　6） 羊水 は羊膜腔内を征環 して い る．

　 7） 「Sugiuron」の羊膜腔内注入に よつ て ， 胎盤

附着部位 を「X 一
線」的 に 診 斷し得る こ と を實驗的 に

確證 した，

　8） 「SugiurOn」 の 羊膜腔内注入 に よる陣痛促

進 ， 中毒症及 びその他の 母體 に 對 す る惡影響並 び

・に 胎兒 に 野 する悪影響 は 認めな い ．

　9） 「Moljodol」の 羊膜腔内注入は ， 母體に封 し

て は何等惡影 響 な い が ， 胎 兒に 封 して は 必ず し も

無害 とは云 い 得 ない ．

第 2 編 色 素劑 に よ る入胎兒腸管粘膜吸收 に 關する實驗 的研 究

　 　 　 　 　 　 ■

　　　　　 徳島大學醫學部産科學婦人科學敏室 （圭任　飯 田 教授 ）

　　　　　　　　　　　　　 醫 學 士　藤 　　田　 　 　　茂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 S．　Fuiita
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　　　　　　　 第 1 章　緒　論

　人胎 兒腸管粘膜吸牧 に關 して は ， B ．　Szendi（19

40）が妊婦羊膜腔内に 0．5 ％ Pyrrolblau を注 入

せ る實驗に よつ て，比較的詳細 な報告 を行 つ て い

る が，い まだ充分 な結論に逹 し て い な い ．

　 こ ts に お い て ， 私は ， 胎兒 が嚥下 した羊水は 果 し

て 腸管粘膜 か ら吸牧 され る か否か ， 吸牧 され ると

すれ ば ， 腸管の 如何 な る部位よ り如何 な る過程 を

經 て 吸牧 さ れ る もの で あ るか とい う問題 に對 し ，

生體染 色に使用 され る色素 Trypanb！au （以下「Tr

・Bl」と略す）の 1％溶液を妊婦羊膜腟内に 注入し，

娩出胎兒の 胃， 腸管を組織學的に檢索 する こ と に

よつ て その究明 を試 み た．

　　　　　　　 第 2 章 實驗方法

　研 究對照 と して 優生保護法適應の妊娠後牛期妊

婦 3例 に試み た。 注入色素劑は生體染色に使 用 さ

れ る 1 ％ Trypanblau 溶液（Grub【er製）を 用い ，

注 入用針 は腰椎麻醉針 を用 い た．　 （液は 使刑前滅

菌 ， 濾過 して お く）．妊婦腹壁 正 中線上 ， 臍下 3 横
ゆ
脂 徑 の部位 に お い て，1 ％ 「ノ ボ カ ィ ン 」局所痲醉

の 上 ， 注入器 を附 した腰 椎麻醉針 を羊膜睦内 に穿

刺 し， 羊水 40cc排除後 ， 妊婦醴温 に温めた 1％ Tr −

ypanblau 溶液 40  を徐 々 に羊膜腟内に 注 入す

る．胎 兒娩出法は
幽
「メ ト ロ イ リーゼ 」（以 下 「メ ト

ロ 」ど略す）を貿施 し， 新 産兒死 亡後速 か に各臟器

を剔出し， 卵膜 ， 臍帶，胎盤 と共 に 10％ 「フ ォ ル

・V リ ン 」液 に固定 し， 法 に從 い 「パ ラ フ ィ ン 」切片

とす る．染色法 は
， （1） 全 く染色 を施 さす その ま

　sXylol で 透明に し， 次 い で Balsam で 封 入 し

た もの ， （2）青い Trypanblau の 對色 と し て Er−

ythrOsin 染色 を施 した もの ， （3）細胞 泣置と の 關

係 を見 るため ， 通常の H 誠matoxylin ・Eosin 重染

色 を行 つ た もの ， 以 上 3 種 の方法 を行い 檢鏡 し，

要 に 應 じて 油浸檢鏡 を した。
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